
第
72
回
全
国
大
会
は
今
回
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
府
連
で
は
６
月
４
日
は
エ
ル

お
お
さ
か
で
、
５
日
は
国
労
会
館
に

視
聴
会
場
を
設
け
ま
し
た
。
ほ
か
、

役
員
・
代
議
員
・
評
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
の
活
動
報
告
は
「
富
田

林
支
部
結
成
」
「
女
性
部
の
活
動
」

「
帰
国
者
支
援
署
名
の
と
り
く
み
」

の
３
名
が
発
言
し
ま
し
た
。

帰
国
者
支
援
活
動

帰
国
者
２
世
の
支
援
を
求
め
る
請

願
は
国
会
で
不
採
決
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
阪
府
連
に
は
、
５
３
０
０
筆

以
上
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
６
月
末
日
）

中
国
百
科
検
定

第
11
回
（
７
月
16
日
）
の
大
阪
で

の
受
験
者
は
19
名
（
初
級
７
名
、
３

級
３
名
、
２
級
９
名
）
で
す
。

第
12
回
は
12
月
３
日
大
和
大
学
の

予
定
で
、
初
級
か
ら
特
級
ま
で
の
試

験
で
す
。

仲
間
づ
く
り

富
田
林
支
部
結
成
以
後
の
活
動
と

し
て
は
、
大
き
な
取
り
組
み
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
帰
国
者
支
援
署
名
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
へ
新
聞
購

読
を
訴
え
ま
し
た
。

日
中
国
交
正
常
化

50
周
年
記
念
事
業

協
会
本
部
は
９
月
17
日
（
土
）
に

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
る

予
定
で
す
。
各
支
部
、
個
人
で
も
視

聴
を
計
画
し
ま
し
ょ
う
。
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府
連
役
員
会
か
ら
の
報
告

帰
国
者
支
援
署
名
５
３
０
０
名
を
超
え
る

第
68
回
大
阪
府
連
大
会
を

開
催
し
ま
す

会
長

渡
辺

武

７
月
24
日
１
時
半
か
ら

大
阪
国
労
会
館
３
階
会
議
室

議

事

①

21
年
度
活
動
の
ま
と
め

22
年
度
活
動
方
針
の
決
定

②

21
年
度
決
算

22
年
度
予
算
の
決
定

➂

役
員
選
出

そ
の
他

府
連
大
会
参
加
予
定
の
方
は
、
各

支
部
で
ま
と
め
て
府
連
事
務
局
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。
発
言
テ
ー
マ
な
ど
事

前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
会
議
案
骨
子
は
２
面
下
段
に
掲
載

ことし日中友好50周年を契機に「戦争の罪を問う」を
テーマにした連続企画を考えております。今回は、1937
年（昭和12年）に福岡県大牟田市で起きた、爆発赤痢事
件を取り上げます。市民712名が犠牲となった、この事
件は謎が多く公式には原因が明らかにされていません。
報告者の野口隆さんは大牟田出身。この事件の真相を追
い続けておられます。
主催：日本中国友好協会大阪府連合会堺支部
資料代 500円、障がい者/学生 無料

城
北
支
部
の
５
月
役
員
会
で
中

国
マ
ー
ッ
ケ
ト
が
話
題
に
な
り
有

志
で
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
詳
し
い
役
員

の
奥
さ
ん
の
情
報
を
も
と
に
６
月

５
日
（
日
）
蒲
生
四
丁
目
東
バ
ス

停
を
午
前
７
時
４
分
発
の
市
バ
ス

に
乗
車
し
６
人
で
行
き
ま
し
た
。

現
地
で
役
員
の
奥
さ
ん
に
出
迎

え
ら
れ
早
速
マ
ー
ケ
ッ
ト
案
内
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
店
先
で

は
色
々
の
食
材
を

揚
げ
た
り
、
焼
い

た
り
中
国
風
に
加

工
し
販
売
し
て
い

ま
し
た
。

棒
状
に
揚
げ
た

パ
ン
を
早
速
買
い

試
食
す
る
な
ど
楽

し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
中

国
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

名
の
如
く
利
用
者

は
圧
倒
的
に
中
国
人
が
多
く
中
国

語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
中

国
の
人
た
ち
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
来

て
中
国
語
を
自
由
に
話
す
こ
と
で

安
堵
を
感
じ
、
中
国
の
故
郷
を
想

い
、
友
達
も
つ
く
る
貴
重
な
時
間

と
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
て
少
し
北
に

行
く
と
中
国
物
産
を
扱
う
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
店
内
に
は
商

品
が
整
然
と
陳
列
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
私
は
月

餅
（
か
な
り

大
き
く
４
個

入
り
５
０
０

円
）
と
ク
ッ

キ
ー
風
の
お

菓
子
を
買
い

ま
し
た
。
大

変
美
味
し
く
、

好
吃
！
で
し

た
。

（
佐
藤
倫
理
）

第7回日中堺市民公開講座・シリーズ「戦争の罪を問う」

大牟田爆発赤痢事件の真相を探る

～日中戦争の影で大牟田に起こった大惨事を

追う 報告： 野口 隆（一市民）

７月21日（木）14：00～16：00 資料代500円

堺市立多文化交流プラザさかい（堺市福祉会

館5階）南海高野線「堺東」駅下車、西へ5分

満
州
葫
蘆
島
か
ら
の
引
き
揚

げ
を
描
い
た
迫
真
の
大
作
を
ご

一
緒
に
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
！

女
性
部
の
鑑
賞
会
は
９
月
２
日

（
金
）
阪
急
王
子
公
園
駅
か
ら

６
分
の
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

正
面
玄
関
前
11
時
集
合
で
鑑
賞

し
ま
す
。

入
場
料
は
１
０
０
０
円
。

鑑
賞
会
と
事
前
学
習
会
申
し

込
み
は
女
性
部
役
員
か
府
連
事

務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

浅
田
０
９
０
・
９
７
１
４
・

４
０
５
０

平
澤
０
９
０
・
１

９
１
８
・
０
９
１
３

山
本
０

９
０
・
５
６
７
２
・
９
７
５
５

＊
鑑
賞
会
、
学
習
会
は
ど
な
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

神
戸
展
は
８
月
31
日
（
水
）

か
ら
９
月
４
日
（
日
）
ま
で
、

10
時
か
ら
18
時
ま
で
鑑
賞
で
き

ま
す
。

城
北
支
部

中
国
マ
ー
ッ
ケ
ト
を
満
喫

女
性
部
鑑
賞
会

満
州
葫
蘆
島
か
ら
の
引
き
揚
げ
を

描
い
た

王
希
奇
「
一
九
四
六
」
神
戸
展

鑑賞会・プレ企画

王希奇「一九四六」
を深める学習会

７月28日（木）２時半

大阪府連２０５教室

「戦後帰国事業と日中友好運動」

大阪府連理事長・松尾豊氏

６
月
１
９
日
午
前
、
府
連
主
催

の
陳
式
簡
化
太
極
拳
講
習
会
が
、

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
恒
岡
正
勝
本
部
指
導
員
が
基

本
動
作
か
ら
套
路
を
説
明
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
練
習
し
ま
し
た
。

起
勢
か
ら
右
金
剛
搗
碓
を
、
腰

の
動
き
や
手
の
動
き
方
に
つ
い
て

丁
寧
に
指
導
、
第
２
段
の
11
番
の

倒
巻
肱
、
12
番
の
退
歩
圧
肘
ま
で

進
み
ま
し
た
。
毎
回
20
名
前
後
が

参
加
し
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

陳
式
太
極
拳
講
座

基
本
動
作
や
套
路
を
学
ぶ



25
周
年
香
港
式
典
に

習
国
家
主
席

７
月
１
日
は
香
港
が
１
９
９
７
年

同
日
を
も
っ
て
中
華
人
民
共
和
国
に

返
還
さ
れ
て
25
年
目
。
香
港
で
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
、
習
近
平
国
家
主

席
お
よ
び
李
家
超
・
香
港
新
行
政
長

官
が
列
席
し
た
。
習
氏
は
演
説
の
中

で
、
「
愛
国
者
に
よ
る
香
港
統
治
」

が
進
展
し
て
い
る
と
強
調
す
る
と
同

時
に
、
「
一
国
二
制
」
に
つ
い
て
の

政
権
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
れ
を
報
道
し
た
日
本
の
各
紙

「
見
出
し
」
を
並
べ
て
み
よ
う
、
い

ず
れ
も
２
日
朝
刊
。
「
砂
上
の
一
国

二
制
度
」
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
）
、

「
二
制
度
よ
り
も
一
国
を
重
視
す
る

姿
勢
」
（
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
）
、

「

党

優

位

の

一

国

二

制

度

」

「
（
『
朝
日
新
聞
』
）
。
「
表
現
や

報
道
の
自
由
」
問
題
も
注
視
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
、
ど
の
新
聞
社
も
「
見

出
し
」
に
筋
金
を
通
し
た
い
よ
う
だ
。

「
一
国
二
制
」
の

「
一
国
」
は
「
二
制
」
の

上
位
規
定
（
習
氏
演
説
）

香
港
の
返
還
を
決
め
た
「
中
英
共

同
声
明
」
（
１
９
８
４
年
）
や
返
還

を
受
け
入
れ
る
中
国
の
法
的
枠
組
み

を
固
め
た
「
香
港
基
本
法
」
（
１
９

９
０
年
）
に
お
け
る
「
一
国
二
制
」

の
記
述
は
極
め
て
明
快
だ
っ
た
。

「
香
港
特
別
行
政
区
で
は
、
社
会
主

義
制
度
と
政
策
を
実
施
せ
ず
、
現
行

の
資
本
主
義
制
度
と
生
活
方
式
を
五

十
年
間
維
持
す
る
」
。
香
港
の
高
度

な
自
治
の
保
障
に
つ
い
て
は
疑
い
よ

う
が
な
か
っ
た
。

２
日
の
習
氏
の
演
説
内
容
は
次
の

と
お
り
。
「
国
の
主
権
、
安
全
、
発

展
利
益
の
維
持
が
最
高
原
則
で
あ
る
。

こ
れ
が
守
ら
れ
て
初
め
て
資
本
主
義

制
度
や
高
度
な
自
治
が
維
持
で
き
る
」
。

さ
ら
に
「
中
国
政
府
に
よ
る
香
港
へ

の
全
面
的
な
統
治
権
を
明
確
に
す
る
」
、

す
な
わ
ち
「
共
産
党
の
指
導
が
中
国

の
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
特
徴
で
あ

る
こ
と
を
、
（
香
港
）
の
住
民
は
自

覚
し
、
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
『
朝
日
新
聞
』
７
月
２
日
）
。

す
な
わ
ち
、
上
位
規
定
の
「
一
国
」

と
は
「
社
会
主
義
体
制
」
で
あ
り
、

「
共
産
党
の
指
導
」
は
体
制
の
核
心

で
あ
り
、
香
港
も
そ
の
原
則
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
「
一

国
二
制
度
」
の
解
体
、
「
一
国
一
制
」

化
と
言
わ
ず
に
何
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
か
。国

際
法
、
国
内
法
に

耐
え
う
る
政
策
論
理
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は

「
協
会
・
理
事
長
声
明
」
（
２
０

２
０
年
６
月
16
日
）
や
筆
者
が
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
「
一
国
二
制
」
は

切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
概
念
な

の
で
あ
る
。

「
香
港
地
域
を
含
む
一
国
」
の
中

で
「
中
国
本
土
で
は
社
会
主
義
と
そ

の
生
活
様
式
が
あ
り
、
香
港
で
は
資

本
主
義
と
そ
の
生
活
様
式
が
あ
る
、

と
い
う
二
つ
の
制
度
の
並
存
状
態
が

50
年
間
続
く
」
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
一
国
」
と
「
二

制
度
」
を
切
り
離
し
て
、
先
ず
「
一

国
」
の
優
位
性
だ
け
が
独
走
す
る
の

で
は
、
国
際
法
か
ら
見
て
も
国
内
法

か
ら
見
て
も
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な

ろ
う
。
（
府
連
副
会
長

山
本
恒
人
）
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６
月
11
日
（
土
）
、
４
回
目
の
中

国
映
画
観
賞
会
は
、
前
回
の
「
初
恋

の
き
た
道
」
に
続
き
、
チ
ャ
ン
・
イ
ー

モ
ウ
監
督
の
「
あ
の
子
を
探
し
て
」

（
原
題
「
一
个
都
不
能
少
」
、
１
９

９
９
年
作
品
）
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

河
北
省
の
農
村
の

小
学
校
、
教
師
が
１

か
月
間
学
校
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
、
代

理
と
し
て
13

歳
の
頼

り
な
い
少
女
ウ
ェ
イ
・

ミ
ン
ジ
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
。
報
酬
は
、

50
元
、
一
人
も
脱
落

者
を
出
さ
な
か
っ
た

ら
プ
ラ
ス
10
元
。

あ
る
日
、
生
徒

の
ホ
エ
ク
ー
が
母
親
の
治
療
費
を
稼

ぐ
た
め
近
く
の
都
会
に
出
稼
ぎ
に
。

１
人
の
生
徒
も
減
ら
せ
な
い
ミ
ン
ジ

は
バ
ス
代
を
稼
い
で
都
会
に
ホ
エ
ク
ー

を
探
し
に
。
苦
難
の
末
、
再
開
し
村

に
帰
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

参
加
者
か
ら
「
都
市
と
農
村
の
格

差
が
大
き
い
こ
と
が
実
感
で
き
た
」

「
素
朴
さ
の
中
に
も
生
き
る
こ
と
に

真
剣
な
様
子
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
」

「
20

年
ほ
ど
前
に
河

南
省
の
山
奥
の
小
学

校
を
見
学
し
た
。
５

～
６
年
生
で
日
本
の

中
学
生
程
度
の
英
語

を
教
え
て
い
た
の
に

驚
い
た
」
「
20

年
以

上
前
に
中
国
に
行
っ

た
。
民
家
が
薄
暗
く
、

１
つ
の
部
屋
し
か
灯

り
が
つ
い
て
い
な
か
っ

た
。
昔
の
日
本
の
田

舎
を
思
い
出
し
た
」
「
純
粋
さ
や
優

し
さ
に
胸
を
打
た
れ
た
」
「
教
育
と

は
実
践
を
通
じ
て
心
を
通
わ
せ
る
こ

と
だ
と
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
西
脇
義
彦
）

第
68
回
大
阪
府
連
大
会
は
７
月

24
日
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
議

案
骨
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大

会
議
案
は
現
在
作
成
中
で
す
。
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
本
と
中
国
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

本
部
第
71
回
大
会
議
案
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

１

不
再
戦
・
交
流
活
動

（
１
）

不
再
戦
・
平
和
活
動

今
年
度
も
、
以
下
の
項
目
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

不
再
戦
月
間
企
画

（
教
科
書
問
題
）

長
谷
川
テ
ル
顕
彰
活
動

「
南
京
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
」

活
動

教
科
書
問
題

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る

日
本
の
戦
争
展
」

帰
国
者
支
援
活
動

（
２
）

友
好
、
交
流
活
動

帰
国
者
と
の
交
流

中
国
総
領
事
館
と
の
交
流

旅
と
国
際
連
帯
（
北
東

ア
ジ
ア
平
和
と
友
好
の
旅
）

２

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
、

府
民
の
中
に
ひ
ろ
げ
る

た
め
の
活
動

中
国
語
教
室

太
極
拳
普
及
活
動

き
り
え
活
動

文
化
活
動
講
座

３

学
習
活
動

学
習
を
基
礎
に
、
豊
か
な

日
中
友
好
運
動
を

中
国
百
科
検
定

第
10
回
試

験
２
０
２
１
年
11
月
27
日
実
施

第
11
回
試
験
２
０
２
２
年
７

月
16
日
に
一
部
科
目
（
初
級
、

３
級
、
２
級
）
を
実
施
。

多
面
的
な
学
習
活
動

戦
争
展

（
「
毒
ガ
ス
」
生
産
と
攻
撃
使

用
、
長
谷
川
テ
ル
と
伊
田
助
男
）

維
新
の
府
市
一
体
化
条
例
問

題
、中

国
文
化
を
深
め
る

（
漢
詩
、
芸
術
）
等
、

４

仲
間
づ
く
り
と

財
政
活
動
の
取
り
組
み
強
化

（
１
）
組
織
強
化
・
仲
間
づ
く

り

支
部
、
補
助
組
織
の
活
動

報
告大

阪
西
支
部
、
中
河
内
支
部
、

吹
田
支
部
、
堺
支
部
、
城
北
支

部
、
富
田
林
支
部
、
女
性
部

（
２
）
事
務
局
運
営
と

財
政
事
業
活
動
の
強
化

・
事
務
局
会
議
と
運
営
、

専
門
委
員
会
の
開
催

・
機
関
紙
発
送
で
の
前
進

・
事
業
活
動

（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

カ
レ
ン
ダ
ー
販
売
普
及
）

・
財
政
活
動

収
支
報
告

５

府
連
通
信
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
・
改
善

６

加
盟
組
織
、
国
際
平
和

友
好
団
体
連
絡
会
の
活
動

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

上
映
実
行
委
員
会

写
真
は
昨
年
の
府
連
大
会

城
北
支
部

中
国
映
画
観
賞
会

「
あ
の
子
を
探
し
て
」

６
月
12
日
午
後
、
き
り
え
で
創

る
う
ち
わ
講
習
会
に
10
名
が
参
加

し
て
府
連
文
化
教
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
大
阪
西
支
部
主
催
で
府
連

講
師
の
近
藤
好
幸
さ
ん
が
て
い
ね

い
に
説
明
・
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
き
り

え
は
、
黒
い
用
紙

を
台
紙
に
し
て
、
黒
い
部
分
を
切

り
抜
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

白
い
用
紙
を
台
紙
に
し
て
切
り
抜

い
て
い
き
ま
す
。

白
い
部
分
を
残
す
の
は
、
今
回

は
色
紙
を
貼
り
付
け
る
の
で
な
く
、

白
い
部
分
に
思
い
思
い
の

色
を
つ
け
て
装
飾
を
し
て

い
く
方
法
で
し
た
、
そ
れ

で
白
い
部
分
残
す
こ
と
納

得
で
す
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
を

観
て
や
っ
と
理
解
出
来
た

方
も
、
い
つ
も
と
違
う
方

法
で
ま
た
巾
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
、
本
年
も
涼

し
さ
を
か
も
し
出
す
素
晴

ら
し
い
団
扇
で
し
た
。

西
支
部

き
り
え
で
創
る
う
ち
わ
講
習
会

第
68
回
大
阪
府
連
大
会

議
案
骨
子
紹
介

活
動
の
ま
と
め
と
22
年
度
活
動
の
す
す
め
方

香
港
の
中
国
返
還
25
周
年
を
迎
え
て

習
氏
が
強
調
す
る
「
一
国
二
制
」
の
正
体
は


